
執筆動機

私が商学学生懸賞論文のために論文を

執筆した動機は、指導教員である豊泉洋

先生に勧めていただいたからです。多くの

方に私の論文を評価してもらいたいとい

う日頃から抱いている私の考えを汲み取

っていただいたものでした。

論文の内容

私たちは、日頃から「景気がいいね」

と話すときのように景況感を意識してい

ます。その景況感に近いsocial moodを

Twitterから抽出した上で、それと日経平

均株価との関係性を動学的に分析しまし

た。結果、一部のsocial moodと株価に

おいて双方向的な影響の存在を示しま

した。株価が心理的な変数であるsocial 

moodと影響を与え合っていることを示し

たことは、株価がその会社の実力（ファン

ダメンタル価値といいます）と乖離する事

象の説明に貢献できるものでしょう。

執筆に当たってのエピソード

商学学生懸賞論文の期限は、修士論文

提出よりもかなり早くに設定されていたた

め、提出が間に合うかは疑問でした。し

かし、学部生の頃、政治経済学会論文コ

ンクールに提出するよう先生に勧めてい

ただいたにも関わらず期限に間に合わな

かったという経験をしていた私は、その

悔しさを繰り返さないという目標のもと

執筆に当たりました。お正月休みはなく

なってしまったものの、提出期限に間に

合ったことは私にとって大切なことでした。

後輩の皆さんへのメッセージ

研究とは、研究室内で終わるものでは

なく、外に発信することを目標にすべきで

す。学会発表など様々な方法はあると思

いますが、本懸賞論文に投稿することで、

先生や入賞論文集を手に取っていただい

た方々に読んでもらうことも1つの目標と

してよいと思います。

また、結果も大事ですが、論文を執筆

する上で関わった先生やゼミ生は、きっ

とかけがえのないものになります。高い

目標のもと、多くの方と協力しながらがん

ばってください。

執筆動機

片山ゼミでは毎年 3年次に早稲田商学

懸賞論文に応募させていただいています。

今年で 4年目と新しいゼミですが、例年

入賞している先輩方を見て、私たちも入

賞を目指して執筆しました。

論文の内容

日本において1980年代前半からいじめ

は社会問題化し、国や都道府県は、いじ

めを減らす試みや学力について考える機

会を設け改善に注力しつつあります。公

立小学校の学級規模をめぐる文部科学省

と財務省の議論はその一例といえます。

本論文では、そうした大人達が努力次第

で変更可能なものとして生徒千人当たり

の教員数（生徒教員比）に焦点を当てて、

いじめや学力に及ぼす影響を測定しまし

た。

執筆にあたってのエピソード

トピックを2回修正したことでグループ

の皆さんの仕事量を増やしたことが忘れ

られません。変更によって論文に親しみ

やすさが出てきましたが、締切近くになっ

ても先行研究を読み進める必要が出てき

ました。修正前に参考にしていた文献や

モデルも変更しなければならなかったか

らです。そのため「こういったデータがあ

れば良かった」「教育の政策や法律に関し

て情報が足りない」など執筆と平行して課

題が浮上しました。そうした中で、片山

先生にはご指導いただき心より感謝して

おります。

後輩の皆さんへのメッセージ

大学でアカデミックな雰囲気を感じた

いけれど、何から手を付ければいいか分

からないという方は、懸賞論文に挑戦す

るもの一興だと思います。講義を聞いて

テストで理解の度合いを確認するだけで

は受動的な学習になりがちです。しかし、

自主的に学習するにも目標がないと継続

は困難です。懸賞論文では、自身の書い

たものが他者に評価される緊張感を持ち

つつ、テーマの設定から執筆まで能動的

に関わるため充実した時間が過ごせると

思います。
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